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【【【【出席率出席率出席率出席率】】】】 会員 64 名中 45名 

【【【【先先先先々々々々週出席率週出席率週出席率週出席率】】】】 94.44% 

【【【【ヴィジターヴィジターヴィジターヴィジター】】】】    長岡東より伊丹敏彦君    

【【【【先週先週先週先週ののののメークアップメークアップメークアップメークアップ】】】】    
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【【【【会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶】】】】                石山石山石山石山    荘一荘一荘一荘一    会長会長会長会長    

8 月も早いもので残り 2 日となり、私が任命されて早くも 

2ケ月が過ぎます。その間一番大きな問題７・１３水害の為に、 

７月２８日のガバナー公式訪問の延期、納涼例会の中止等予

定が大幅に変更されました。会長になって私の年度は前途多

難だと覚悟はしていましたが、予想以上なのに驚いておりま

す。 

８月２４日、細井アシスタントガバナーと私の二人で見附

市役所、中之島役場に義捐金を届けてまいりました。見附市の時にはあまり感じませんでしたが、中之

島へ行った時はテレビのニュースで見た感じと現実の違いに驚くのみでした。橋を渡り右折した所のお

寺の墓が水害の為に全て倒れて何がなんだか分からなくなっている状態でした。 

見附市長、中之島町長が大変喜ばれ、皆さんにくれぐれも宜しく伝えて下さいと感謝されておられま

したことをご報告させていただきます。先日２５日、佐藤嘉男さんの奥様のご葬儀に佐々木幹事と二人

で参列して参りました。佐藤さんの御礼の挨拶に思わず私も涙を流してしまいました。佐藤さんには早

く元気になって下さいと願うばかりです。 
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明るいニュースで会長挨拶を終えたいと思います。アテ

ネオリンピックが昨日の閉会式で無事終了し、日本が東京

オリンピック以来２８年振りに金メダル１６個、銀メダル

９固、銅メダル１２個を獲得、世界に日本ここにありでア

ピール出来たことは素晴らしいことだと思います。 

来週 9 月 6 日は出張の為に例会を欠席させていただ

きます。会長代行は佐藤会長エレクトにお願いしてありま

す。宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 佐々木常行幹事 

○ 横山ガバナー事務所より ポリオ・プラス協賛地区大会記念ゴルフ大会再度のご案 

と き：2004 年 9 月 18 日（土） AM 8: 00 スタート 

ところ：紫雲ゴルフ倶楽部加治川コース 
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伊丹敏彦君(長岡東ＲＣ)  ７・１３水害の御

見舞いを申し上げます。 

石 山 君 ８月も終わります。私の任期も残

り１０ケ月です。早く終わらないかと思ってい

ます。 

佐 々 木君 武藤先生、卓話ご苦労様です。 

武 藤 君 ７・１３水害に際し、クラブより

早速お見舞いを頂き有難うございました。今日

の卓話は「災難あれこれ」でお話してみたいと

思っております。よろしくお願い申し上げます。 

鈴木(圀)君、滝口君、西巻君、野崎君 武藤先

生、卓話ご苦労様です。楽しみにしております。 

吉田(秀)君 水害によるダメージを克服、お盆

過ぎから工場は全面稼動を始めましたが、自宅

はようやく床板をはいだところでこれからで

す。 

田 代 君 BOX に協力致します。来週９月６

日（月）の卓話は、日新火災自動車査定の三条

センター所長にお願いしてあります。是非来週

に卓話もお聞き逃しなく。 

大久保君 さいたま市にいる娘がお盆休みに

帰省した折、一日ボランティアに参加しました。

仕事は 28～29 日の楽市楽座で被災した方に提

供する品物の区分作業だったということです。

精力的に活動する幹部のご苦労は大変なもの

というのが感想でした 

永 桶 君 孫が長岡高専の編入試験にパス

しました。大変うれしい！ 

安達君、荒潔君、岡村君、草野君、鈴木（幸）

君、西野君 BOX に協力致します。 

幹事報告幹事報告幹事報告幹事報告    



船久保君 久しぶりのＢＯＸ担当です。皆様の

ご協力に感謝して。

 

橋本和雄君（ OB )   

 

 

【会員誕生】 

4 日 … 田中久作君 10 日 … 韮津喜一郎君 13 日 … 広岡豊樹君 17 日 … 吉井正孝君 

18 日・・銅冶康之君 

【御夫人誕生】 

２日…岡村文美（一男）さん 4 日･･･松崎恵（孝史）さん 5 日 … 佐藤千枝（秀夫）さん 

12 日…佐 々 木朋子（常行）さん 16 日 … 丸山光子（徹夫）さん 19 日 … 銅冶なをみ（康之）さ

ん  24 日 … 佐藤玲子く譲）さん  25 日･･･韮浮トシ（喜一郎）さん  29 日 … 吉井敏子（正

孝）さん 30 日…白倉ヨシ子く修三）さん 

【 結婚記念 】23日 … 星野健司君・敏江さん 24 日･･･天田匡君・敏子さん 28 日 … 目黒義雄君・

てい子さん 

★ おめでとうございます。 

 

「私の水害体験」 

武藤昭三会員武藤昭三会員武藤昭三会員武藤昭三会員    

 7 月 13 日午後 4 時過ぎ、突然私の前の 10 メートル道

路に湛水が起った。直ぐ東から西に向かって水勢が強まり、

あっという間に 50cm まで水が上がった。一階の診療部の

浸水の危険を思い、直ちに二階へ運び上げられる機器は持

ち出すように指示し、私は机の上に医学書、雑誌等を積み

上げ避難した。点滴中の男性患者が一名おられたが、すぐ

に中止し帰っていただいた。二階のテラスから出水の様子

を見ていたが、先程の患者様は一旦トラックを運転し道路

に出ようとされたが、遂に駐車場に車を置いて徒歩で帰られた。駐車場には近くの方の車も 5～6 台

卓卓卓卓    話話話話    

卓卓卓卓    話話話話    



止めてあっただろうか。すべて完遂し始めた。「助けて」の声が上がった。老婆と少女である。隣のオ

ークスの男性社員が 3 名、 2 人を抱えている。「骨が折れたらしい」と怒鳴っている。「中に入れて」

と手で合図するが、「どこから入ればいい？」とまだ怒鳴り声が返る。濡れねずみのお婆さんは知人の

「たけや」さんだった。右肩を脱臼していた。お孫さんと共にシャワーを浴びさせ、家内の下着、服

を出し着替えてもらう。痛がっているので看護婦に助けてもらい、麻酔なしで肩関節の整復を行った。

「イタッイタッ」と一言、二言発するうちに元に戻った。「あれ？もう痛くない」と 0 「もう二階に

いて出なさんなよ」と彼女を二日泊めた。少女も服を着替え泊まってもらう。 

道路の冠水は大人の頭がようやく出る程、 1m70cm 位になったようである 6 時近くになって「武

藤さーん」と呼んでいる人がいる。二階にいる職員に見てもらうと、それはさっきの少女のお父さん

だった。玄関は開かない、梯子はない、敷布を 3 枚繋いで体と職員 4 名で彼を吊り上げテラスから

入ってもらった。彼は車の屋根に上がり、そこから吊り上げてもらって入ったと言っていた。この頃、

五十嵐川は破堤したのだという情報が入ってきた。月岡らしい。嵐南地域は全部浸水しているという

ことであった。激流にのってドラム缶、大小の木片、さまざまな物が流れてゆく。当院のブロック塀

の頭を濁流が超えてゆくが、しばらくして水位は増えなくなった。階段は 4 段まで水が来たらしい。

下駄箱の私の物はすべて水没したようだ。  

14 日の朝 5 : 45 、へリコプターの轟音がし始め救助が始まる。テレビも水害のことを伝えている。

凡そ 20 機位のへリで人を吊り始める。 1 回のホバリングは 10 分位、西本成寺方面は二階にも水が

入って来ているらしい 14 日は 1 日中救出へリが来て大活躍していた。中之島町の刈谷田川も決潰、

左岸の側に在った妙栄寺が流失しているとも聞いた。私の所の二階はライフラインは全て生きていた。

水、電気、ガスは使える。炊飯も出来、職員 5 名、近所の方 3～4 名の食事も出来た。これは誠に幸

いであった。 

15 日 4 : 50 、爆音で起きる。道路の冠水はなくなった。安心する。一階は全滅し、職員が泥掻き

を始める。清水建設の人が姿を見せ、人間の手配をしてくれると言う。新潟へ報告しますと言う。五

泉から保険屋が来る。水害でも保険は出すと言うので安心する。午後、老婆たちは自宅に帰って行っ

た。そして、新潟から泥の除去のため 10 人位の屈強の男衆が来て診察室の全ての物を外に運び出し

た。 

以上の次第で水の実害は筆舌につくし難いものであった。どのようにして一日も早く診療を始めよ

うと思いをめぐらす。いよいよ不十分乍らも 7 月 22 日から投薬をしようと決心し、隣接の調剤薬局

の社長さんと電話で相談、 22 日からと決めた。水害は嵐南地区の殆どに及び、犠牲者も出たことは

誠に残念であった。そして、いろいろなことを教えられたと思う。、私などよりももっともっと困難な

立場におられる方も多いはずであり、相互扶助のもと一日も早く皆で安心し平和な生活が出来ること

を祈りたいと思う。 

 

 


